
  
本日、林市長が、 

菅 内閣官房長官、太田 厚生労働大臣政務官、 

坂井 財務副大臣へ提案・要望を行いました！ 
 
 

本日（6 月 17 日）、林市長が、本市の「国の制度及び予算に関する提案・要望」について、     

菅 義偉 内閣官房長官、太田 房江 厚生労働大臣政務官及び坂井 学 財務副大臣に対して、提案・

要望を行いました ので、お知らせします。 

 
１ 日時・提案先・提案内容 

 

２ 提案・要望の様子  ※写真データを希望される場合は、裏面のお問合せ先までご連絡ください。 

                       

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 提案・要望先  主な提案・要望内容 

６月 17 日(金) 

11時 20分 

 ～11時 35 分 

内閣官房 

菅 義偉  

内閣官房長官 

・横浜市の提案・要望の主な内容（全体説明） 

・待機児童対策の更なる推進と保育・教育の質の確保 

・幹線道路整備等の推進 

・横浜港の国際競争力強化 

・九都県市首脳会議要求書 

「地方分権改革の実現に向けた要求」 

６月 17 日（金）

14時 45分 

 ～15時 00 分 

厚生労働省 

太田 房江  

厚生労働大臣政務官 

・待機児童対策の更なる推進と保育・教育の質の確保 

・国と地方が一丸となった子どもの貧困対策の推進 

・介護保険制度に係る改善 

６月 17 日（金）

15時 30分 

 ～15時 45 分 

財務省 

坂井 学  

財務副大臣 

・幹線道路整備等の推進 

・横浜港の国際競争力強化 

・公共施設の老朽化対策の推進 

平成 2 8 年６月 1 7 日 
政策局大都市制度推進課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

（太田 房江 厚生労働大臣政務官） 

（菅 義偉 内閣官房長官） 

裏面あり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 林市長コメント 

 
 
 
 
 

 

 

お問合せ先 

政策局大都市制度推進課地方分権担当課長  柴 政紀  Tel 045-671-2109 

横浜市の提案を受け、 

菅 内閣官房長官から、 

「待機児童対策、幹線道路整備、横浜港の国際競争力強化について、しっかり対応して 

いきたい。」 

というコメントをいただきました。 

太田 厚生労働大臣政務官から、 

「待機児童対策をはじめ、先進的な横浜市の施策をさらに進められるよう、29 年度予算 

編成に向け取り組みたい。」 

 というコメントを、 

坂井 財務副大臣からは、 

「本日の提案は、財務省として工夫をして進めたい。関係府省とも話をしていく。」 

というコメントをいただきました。 

 このたびの要望は、横浜市のみならず日本全国の課題解決と活力創出にも資するものであり、 

どなたからも、横浜に対する強い期待をお寄せいただきました。今後も日本最大の基礎自治体と 

して、国と連携してあらゆる施策に力を注いでまいります。 

（坂井 学 財務副大臣） 


